






















コミューン表象」というタイトルで、非文字資料研究センター 2016 年度第 4 回公開研究会「歴史研
究と非文字資料研究の対話 (2)―日本と台湾を事例に」（神奈川大学）にて発表を行った（2017 年 3
月 4 日）。19 世紀ヨーロッパにおいて、写真や絵画（版画等）を歴史資料として扱うことの問題につ
いて取り上げ、本共同研究の問題設定を定めた。
・ヴィーンを中心とした都市表象を調査する研究員として、田中里奈氏（明治大学博士後期課程）を
研究協力者とした（2017 年 11 月－）。彼女は当時オーストリア政府奨学金を得てヴィーンに留学し
ており、現地取材や資料調査を担当した。
・2017 年 11 月 29 日（水）に研究会を行い、下記のような方針で共同研究を進めていくことになった。


































・2018 年 12 月 21 日から 12 月 31 日まで、ステファン・ブッヘンベルゲル研究員によって、ドイツ・
ミュンヘンでの現地調査・資料探索が行われた。この成果については年度中に発表会を行い、知見を
共有する予定でいる。
・2019 年 2 月 16 日（土）に行われた非文字資料研究センター 10 周年記念シンポジウム「非文字資


















究』第 20 号（2020 年 3 月発行）に掲載された。




ジ・ミュージアムを訪ねて」という報告文が、「非文字資料研究センター NewsLetter」第 43 号（2020






　熊谷謙介研究員：パリ、エピナル等での都市表象（絵画・写真・版画）調査（2019 年 8 月 14 日～
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